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故清水宗ー教授年譜
大正13(1924)年3月23日 神戸市にて出生
昭和18(1943)年4月 関西大学専門部二部商業科入学
昭和20(1945)年9月同専門部卒業
昭和21(1946)年4月 関西大学（旧制）経済学部入学
昭和24(1949)年3月同経済学部卒業
昭和24(1949)年4月 旧神戸経済大学（硯神戸大学）入学
昭和26(1951)年3月同大学卒業
昭和26(1951)年4月 旧神戸経済大学 旧制研究科入学（会計学専攻）
昭和28(1953)年6月 関西大学商学部助手
昭和31(1956)年3月 旧神戸経済大学 旧制研究科修了
昭和32(1957)年4月 関西大学商学部専任講師
昭和35(1960)年4月 関西大学商学部助教授
(407)257 
昭和41(1966)年12月 在外研究員として，カリフォルニア大学で会計学・財務論の
研究に従事。 42(1967)年5月まで
昭和42(1967)年4月 関西大学商学部教授
昭和42(1967)年10月 関西大学商学部長代理。 44(1969)年7月まで
昭和44(1969)年10月 開西大学広報委員長（初代）。 46(1971)年9月まで
昭和46(1971)年7月 関西大学教学部長代理。 47(1972)年 3月まで
昭和47(1972)年4月 関西大学商学部長。 47(1972)年9月まで
昭和47(1972)年10月 関西大学教養部長代理。 49(1974)年9月まで
昭和53(1978)年10月 関西大学大学院商学研究科長。 55(1980)年9月まで
昭和58(1983)年3月 「資産会計論ー資産の費用化に関する研究ー」により商学博
士（関西大学）の学位を取得
昭和59(1984)年3月 在外研究員として，カリフォルニア大学で会計学・財務論の
研究に従事。 59(1984)年8月まで
昭和63(1988)年7月25日逝去
故清水宗ー教授著作目録
I著書
[1J 「商業簿記概論」
[2J 「商業会計」
三和書房
ミネルヴァ書房
昭和34年 5月
昭和35年11月
258(408) 第 34巻第 2 号
（3〕 「資産原価配分論」 森山書店
（4〕 「企業内部財務論」 森山書店
（5〕 「資産会計論ー資産の費用
化に関する研究ー」 森山書店
（6〕 「資産会計論＿資産の費用
化に関する研究ー（第2版）」 森山書店
I共著書
（1〕 「商業簿記」（和田秀一氏と
共著） 評論社
lI訳書
(1〕ゼリエン「経営財務と財務
計画」 税務経理協会
1V 共同執筆
C1]植野郁太編「要説簿記論」 第12章「商品に関する勘定」，
第18章「仕訳帳の分化」，第19章
昭和42年1月
昭和47年10月
昭和55年6月
昭和61年5月
昭和39年4月
昭和37年10月
「元帳の分割」を執筆。国元書房昭和38年4月
C2] 黒沢清絹「会計学事典」 第8章「当座資産」を精説。
青林書院新社 昭和40年1月
C3]植野郁太絹「簿記要説」 第4章「帳簿」，第11章「商品
に関する勘定」，第17章「帳簿
組織概説」，第18章「仕訳帳の
分割」，第19章「元帳の分割」
を執筆。国元書房
〔4〕山桝忠恕編「会計学」 第2章「原価」を精説。山桝教
昭和44年3月
授と共同執筆。有斐閣 昭和45年7月
〔 5J 高松和男•吉田寛編「簿記 第6章「本支店会計の簿記」を
学講義」 高松教授と共同執筆。青林書院
新社 昭和46年6月
〔6J黒沢清・阪本安ー・久保田 第15章「繰延資産」を執筆。
音二郎監修「会計ハンドプ 中央経済社
ック」 昭和51年11月
〔7〕黒沢清・番場嘉一郎監修 第7章「売上原価」を執筆。
「体系制度会計 w 収益 中央経済社
•費用」 昭和53年1月
第 34 巻 第 2 号 (409)259 
V 論 文
〔1〕 「減価償却制度の確立 「関西大学経済論集」第4巻第
-GeO屯e0. Mayの所説を 4号
中心として一」 昭和29年8月
［2〕 「メイ「企業利益と物価水 「関西大学商学論集」第1巻第
準に関する会計学的研究」」 1号 昭和31年4月
［3〕 「メイの会計公準論の展開」 「関西大学商学論集」第1巻第
5号 昭和32年1月
C4J 「メイの低価法」 「関西大学商学論集」第3巻第
2号 昭和33年6月
[5J 「メイの後入先出法観」 「企業会計」第10巻第7号 昭和33年7月
〔6〕 「会計公準諭の一考察ーメ
イの所説を中心として一」 「会計」第74巻第5号 昭和33年11月
〔7J 「先入先出法と後入先出法 「関西大学商学論集」第3巻第
ーペイトンの所説を中心と 6号 昭和34年2月
して一」
〔8〕 「個別法と平均法ーペイト 「関西大学商学論集」第4巻第
ンの所説を中心として一」 4号 昭和34年10月
〔9〕 「棚卸資産原価配分に関す 日本経営学会編「日本の経営」
る一考察」 森山書店刊所収 昭和35年5月
〔lOJ 「重要性の原則」 山下勝治絹「会計学総論」青林
書院刊所収 昭和35年6月
〔11〕 「計算確実性の原則」 山下勝治編「会計学総論」青林
書院刊所収 昭和35年6月
C12] 「総額表示の原則」 山下勝治編「会計学総論」青林
書院刊所収 昭和35年6月
〔13) 「割賦基準，内部利益排除 山下勝治編「会計学総論」青林
の原則」 書院刊所収 昭和35年6月
(14J 「剰余金の意義とその区別 山下勝治編「会計学総論」青林
の原則，資本剰余金の利益 書院刊所収
剰余金への振替，剰余金に
よる欠損填補」 昭和35年6月
〔15) 「自己金融の一考察ーゼリ 「関西大学商学論集」第6巻第
エンの所論を中心として一」 2号 昭和36年6月
〔16J 「企業財務の方法」 「企業会計」第13巻第8号 昭和36年7月
〔17J 「G.O. メイの会計公準論」 「企業会計」第14巻第5号 昭和37年5月
260(410) 第 34巻第 2 号
〔18] 「イギリスにおける貨幣価
値変動会計の問題点」
〔19〕 「鉄鋼企業のインフレーシ
ョン会計に関する一考察」
[20〕 「割賦基準と受取勘定の評
価」
[21J 「ニックリッシュの財務論
についての一考察」
[22〕 「修正原価主義と資産原価
配分」
[23J 「価格変動会計の動向」
[24J 「原価主義修正論的減価償
却の会計機構」
〔25J 「時価償却の会計機構」
〔26J 「棚卸資産原価配分の成立」
[27] 「定額法に関する一考察」
[28] 「財務計画の理論」
「企業会計」第15巻第7号
関西大学経済・政治研究所編
「研究双書」第18冊所収
「税経セミナー」第9巻第10号
「関西大学商学論集」第9巻第
6号
「企業会計」第17巻第4号
「関西大学商学論集」第11巻第
2号
「実務会計」第2巻第7号
「企業会計」第18巻第7号
「関西大学商学論集」第11巻第
4号
「企業会計」第19巻第1号
神戸大学会計学研究室編「利洞
会計と計画会計ー会計学の現在
と将来ー」千倉書房刊所収
[29J 「減価償却財務に、ついての 「関西大学商学論集」第14巻第
昭和38年7月
. 
昭和39年3月
昭和39年9月
昭和40年2月
昭和40年4月
昭和41年6月
昭和41年7月
咀和41年7月
昭和41年11月
昭和42年1月
昭和42年12月
一考察」 1号 昭和44年4月
[30J 「貨幣価値変動会計消極論
ーリトルトンの所説を中心
として一」 「会計」第95巻第4号 昭和44年4月
〔31J 「基礎概念論の再検討ーリ
トルトンの所説を中心とし
て一」 「企業会計」第21巻第8号 昭和44年7月
〔32] 「会計の基本仮定の成立一
企業実体・継続企業・会計
期間を中心として一」 「企業会計」第22巻第5号 昭和45年5月
(33〕 「貨幣価値変動会計消極論
再論ーリトルトンの所説を
中心として一」 「会計」第98巻第5号 昭和45年11月
第 34 巻 第 2 号 (411)261 
(34] 「借入財務の理論」 「企業会計」第23巻第1号 昭和46年1月
〔35J 「物価変動下の設備資産原 「関西大学商学論集」第15巻第
価の配分」 5 • 6号 昭和46年2月
〔36] 「秘密利益留保について」 「関西大学商学論集」第16巻第
1号 昭和46年4月
(37) 「原価配分理論のゆくえ」 「関西大学商学論集」第16巻第
2 • 3号 昭和46年8月
〔38) 「企業会計原則に対する若
干の私見」 「企業会計」第24巻第6号 昭和47年6月
〔39J 「内部財務についての一考 「関西大学商学論集」第17巻第
察」 2号 昭和47年8月
〔40) 「減価償却財務と他人財務」 「関西大学商学論集」第17巻第
3号 昭和47年9月
C41〕 「減価償却の金融的機能に
ついての一考察」 「企業会計」第25巻第1号 昭和48年1月
[42〕 「資産評価と資本利得」 r産業経理」第33巻第3号 昭和48年3月
C43] 「繰延資産の性質と償却」 「企業会計」第2賤桟り1号 昭和49年1月
(44〕 「引当金による財務」 「関西大学商学論集」第19巻第
1号 昭和49年4月
(45J 「保守主義と真実性J 「企業会計」第27巻第2号 昭和50年2月
〔46) 「棚卸評価と配分理論」 「会計」第107巻第2号 昭和50年2月
C47] 「リトルトンの棚卸資産会
計論」 「企業会計」第28巻第4号 昭和51年4月
〔48J 「リトルトンの基礎概念論」 「会計」第109巻第6号 昭和51年6月
〔49]"The Category of Internal Kansai University, Review 
Finance" of Economics and Business, 
Vol. 5. No. I, June 1976. 
C50〕 「財務会計の基礎にあるも 関西学院大学会計学研究室絹
の」 「現代会計の基本問題」中央
経済社刊所収 昭和53年6月
〔51J 「19世紀の減価償却事情J 「会計」第114巻第5号 昭和53年11月
〔52J 「資産の用役性」 「企業会計」第31巻第2号 昭和54年2月
〔53〕 「棚卸資産会計の史的概観」 関西大学会計学研究室絹「硯代
財務会計の動向」国元書房刊所収 昭和54年3月
262(412) 第 34巻第 2 号
〔54〕 「棚卸資産の評価・繰延資
産の償却」 「企業会計」第34巻第2号 昭和57年2月
〔55) 「研究開発費の償却」 植野郁太編「研究開発費会計」
関西大学出版部刊所収 昭和57年 3月
[56J 「暖簾の会計」 木内佳市先生還暦記念事業会絹
r会計及び会計管理の研究」同
文舘出版刊所収 昭和57年4月
〔57) 「資産的費用項目の償却の
成立」
〔58) 「財務管理とリスクマネジ
メントの関係ー問題提起ー」
〔59) 「研究開発費の諸問題」
〔60) 「逓減償却法の一考察」
＂辞典執筆
「関西大学商学論集」第蕊巻第
1号
日本リスクマネジメント学会編
「危険と管理」第11号
関西大学経済・政治研究所編
「研究所報」第10号
「関西大学商学論集」第31巻第
3 • 4 • 5号
〔1] 渡辺進編「基準会計学辞典」 財務会計・商業会計に関する
150項目を執筆。中央経済社
[2J神戸大学会計学研究室編 「合資会社会計」ほか5項目
昭和58年4月
昭和59年1月
昭和59年3月
昭和61年11月
昭和37年 9月
「新会計学辞典」 を執筆。同文舘出版 昭和41年4月
〔3J渡辺進編「新基準会計学辞 財務会計・商業会計に関する139
典」 項目を執筆。中央経済社 昭和41年10月
[4J 太田哲三•佐藤孝ー・番場 「低価主義」ほか13項目を執筆。
嘉一郎監修「会計学大辞典」中央経済社 昭和46年 1月
(5J渡辺進編「最新基準会計学 「合資会社会計」ほか追加8項
辞典」
VI 書評
(lJ 青柳文司著「会計士会計学」
（同文舘出版，昭和37年 3
月）
VI 学会報告
目の執筆と旧136項目の見直し
修正。中央経済社 昭和50年12月
「企業会計」第15巻第13号 昭和38年12月
〔1〕 「会計公準論の一考察」 日本会計研究学会第17回大会 昭和33年5月
C2) 「棚卸資産原価配分に関す
る一考察」 日本経営学会第33回大会 昭和34年10月
第 34巻第 2 号 (413)263 
〔3J 「資本と利益との区別」
〔4J 「価格変動と資産原価配分」
(5J 「価格変動と減価償却」
〔6J 「棚卸評価と配分理論」
〔7J 「財務管理とリスクマネジ
メントの関係ー問題提起・
司会一」
日本経営学会高松大会
日本会計研究学会第25回大会
日本会計研究学会第21回関西
部会
日本会計研究学会第33回大会
の統一論題，於：札幌大学
日本リスクマネジメント学会
全国大会，於：東京都立商科短
昭和35年6月
昭和41年 5月
昭和46年1月
昭和49年9月
期大学 昭和58年10月
〔8J 「研究開発費に関する一考 日本会計研究学会スタディ・グ
察」 ループ研究会 昭和55年10月
C9J 「研究開発費会計の再検討」 日本会計研究学会 第46回大会，
E 学術講演会
〔lJ 「中小企業の財務」
［2〕 「繰延資金について」
〔3〕 「繰延資産・無形固定資産
について」
[4J 「研究開発費の諸問題」
於：関西大学 昭和62年5月
関西大学経済・政治研究所 第
20回産業セミナー，於：好文ク
ラプ
関西産業経理協会，於：大阪商
昭和42年10月
工会誤所 昭和54年9月
関西産業経理協会 昭和55年7月
関西大学経済・政治研究所 第
82回産業セミナー，於：阪急ク・
ランドビル 昭和58年10月
〔5J 「外遊記ー経営学・会計学 関西大学商学会主催
の動向を視て一」 於：関西大学経商A302教室 昭和59年12月
x随 筆
〔1J 「上手な時間の使い方」
〔2J 「外面的なものと内面的な
もの」
(3J 「なぜ勉強するのか」
〔4J 「遠くの芝生は青い」
(5J 「職業」
(6J 「自由」
〔7J 「セルフ・コントロール」
264(414) 
〔8〕 「受験生の健康」
〔9〕 「学ぶ態度について」
〔10] 「一日を大切に」
第 34巻第 2 号
〔11) 「渡辺昇ー著「知的生活の 関西大学出版・広報部，出版・
方法」」 広報課編「あしぶえ (lX)」 昭和55年1月
